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●
第
１
部
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

︵
テ
ー
マ
︶
永
井
荷
風
と
遠
藤
周
作

―
あ
る
い
は
断
腸
亭
と
狐
狸
庵

最
初
に
司
会
の
加
藤
宗
哉
さ
ん
か
ら
今
回
の

テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

「
千
葉
県
市
川
市
と
三
田
文
学
会
が
協
力
し
て

『
永
井
荷
風
文
学
賞
』
を
創
設
す
る
。
今
年
は

荷
風
と
三
田
文
學
が
も
う
一
度
縁
を
取
り
戻
す

年
。
そ
の
関
係
で
荷
風
研
究
と
遠
藤
文
学
に
詳

し
い
お
二
人
に
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
願
い
し
た
」

�

（
次
頁
に
続
く
）

　

２
０
２
４
周
作
忌
開
催

✍

藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
の
た
め
の
「
文
学
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
（
４
月
予
定
）。「
遠
藤
文
学
・

原
点
の
旅
」（
5
／
18
～
19
）
※
詳
細
は
本
報

10
ペ
ー
ジ
参
照
▽
年
４
回
の
「
会
報
」
発
行
。

●
第
４
号
議
案

―
今
年
度
予
算

�

（
一
田
幹
事
）

別
紙
（
本
報
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
通
り
に
提

案
さ
れ
て
承
認
。

●
そ
の
他

―
役
員
に
つ
い
て

本
年
１
月
に
逝
去
し
た
高
橋
千
劒
破
幹
事
の

後
任
と
し
て
、
亀
岡
園
子
、
清
水
優
子
両
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
が
幹
事
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
了

承
さ
れ
た
。
な
お
、
会
報
委
員
と
し
て
、
新
た

に
丸
田
明
利
、
杉
本
佳
奈
の
両
氏
が
加
わ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

周
作
ク
ラ
ブ
役
員
・
委
員
一
覧

�

敬
称
略
（
項
目
中
は
五
十
音
順
）

会
長
代
行　

�

加
藤
宗
哉

顧
問�

黒
井
千
次

幹
事�

一
田
佳
希
（
会
計
・
編
集
担
当
）

�

今
井
真
理
（
総
務
担
当
）

�

亀
岡
園
子
（
編
集
担
当
）

�

清
水
優
子
（
総
務
・
編
集
担
当
）

�

宮
辺
尚
（
会
員
管
理
担
当
）

監
査　

大
澤
眞
里
／
髙
田
幸
子

総
務
委
員　

石
井
由
里
亜
（
旅
行
担
当
）

／
田
村
百
合
子

会
報
編
集
長　

亀
岡
園
子

顧
問　

山
根
道
公

会
報
委
員　

大
原
雄
／
近
藤
恭
弘
／
杉

本
佳
奈
／
高
木
香
織
／
丸
田
明
利

【
会
計
・
会
員
管
理
】
委
員　

伊
東
智
香

／
樋
口
（
八
木
）
文
子

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
24
回
定
時
総
会
は
、
９

月
28
日（
土
）、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
内
・
北
館
ホ
ー
ル
で
12
時
半
か
ら
開
か
れ
た
。

出
席
総
数
は
、
委
任
状
１
６
７
通
を
合
せ
て
計

１
８
７
名
（
過
半
数
は
１
６
８
）
で
、
総
会
は

成
立
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
宮
辺
尚
幹
事
（
会
員
担
当
）

か
ら
会
員
数
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ

の
１
年
間
に
お
け
る
入
会
者
は
26
名
、
退
会
者

は
28
名
で
、
計
２
名
の
減
少
（
前
年
度
は
１
名

減
）。
９
月
30
日
現
在
の
会
員
総
数
は
３
３
７

名
（
た
だ
し
「
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
」［
55
名
］

は
除
く
）。

こ
の
報
告
の
あ
と
、
幹
事
会
か
ら
推
薦
で
会

員
の
大
原
雄
さ
ん
が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、

議
事
に
移
っ
た
。

●
第
１
号
議
案

―
前
年
度
事
業
報
告

�

（
加
藤
宗
哉
会
長
代
行
）

昨
年
の
総
会
か
ら
本
年
８
月
ま
で
の
事
業
は
、

▽
２
０
２
３
周
作
忌
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
遠
藤

周
作

―
時
代
を
超
え
る
文
学
）」（
9
／
30　

慶
應
義
塾
大
学
内
東
館
Ｇ
―
Ｌ
ａ
ｂ
）
▽
新
年

会
（
1
／
27　
銀
座
松
竹
ス
ク
エ
ア
ー
内
レ
ス

ト
ラ
ン
）
▽「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
5
／

19
～
20 

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
に
生
誕

１
０
０
年
展
を
観
る
▽「
会
報
」
は
予
定
通
り

計
４
回
を
発
行
。

●
第
２
号
議
案

―
前
年
度
会
計
報
告

�

（
一
田
佳
希
幹
事
）

前
年
度
の
収
支
お
よ
び
繰
越
金
は
別
紙
（
本

報
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
通
り
。
監
査
結
果
も
報

告
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

●
第
３
号
議
案

―
今
年
度
事
業
計
画

�

（
今
井
真
理
幹
事
）

▽「
新
年
会
」を
新
宿
の
レ
ス
ト
ラ
ン
（
本
報

10
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
開
催
（
1
／
25
）。
▽「
遠

▲会場に置かれた遠藤周作先生の写真

▲たくさんの人が耳を傾けたシンポジウム

永
井
荷
風
と
遠
藤
周
作
の
共
通
点
と
相
違
点
と
は
⁉

フ
レ
ッ
シ
ュ
鼎
談
と
久
々
の
立
食
で
の
集
い

命
日
の
前
日
に
あ
た
る
９
月
28
日
（
土
）、
周
作
忌
が
開
催
さ
れ
た
。
第
１
部
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
慶
應
義
塾
大
学
・
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
北
館
ホ
ー
ル
に
て
、
第
２
部
の
「
周
作
忌

の
集
い
」
は
西
校
舎
「
山
食
」
で
５
年
ぶ
り
に
対
面
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
会
場
と
オ
ン

ラ
イ
ン
併
せ
て
90
名
あ
ま
り
（「
周
作
忌
の
集
い
」
も
ほ
ぼ
同
数
）
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。�

遠
藤
先
生
の
イ
タ
ズ
ラ
も
影
を
潜
め
、
穏
や
か
な
天
気
の
中
で
の
集
い
と
な
っ
た
。

（第97号）
2024年11月28日発行

◆主な記事◆
周
作
忌
・
総
会
報
告�

１
～
２
面

新
発
見
書
簡�

３
面

学
会
報
告
・
会
員
寄
稿�

４
面

会
計
報
告
・
会
則�

５
～
６
面

原
稿
発
掘�

７
面

遠
藤
周
作
文
学
館
便
り�

８
面

周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
便
り�

９
面

お
知
ら
せ
欄�

10
面
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家
で
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
ね
」
と
解
説
。
龍
之

介
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
く
。

「
あ
る
と
き
父
に
『
普
通
の
父
親
は
息
子
を
高

い
杉
の
よ
う
に
育
て
よ
う
と
思
う
が
、
俺
は
お

前
を
タ
ッ
パ
は
な
く
と
も
枝
ぶ
り
の
い
い
盆
栽

の
よ
う
に
育
て
よ
う
と
思
っ
た
』
と
言
わ
れ
た
。

私
も
今
年
で
68
歳
、
盆
栽
の
松
も
す
で
に
老
松

と
な
り
は
じ
め
て
い
る
。
今
だ
に
父
の
こ
と
を

覚
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

は
大
き
な
喜
び
で
す
」

続
い
て
三
田
文
學
編
集
長
の
関
根
謙
さ
ん
の

乾
杯
の
発
声
。
し
ば
し
歓
談
に
移
り
会
場
が
話

声
で
あ
ふ
れ
た
こ
ろ
、
司
会
の
亀
岡
園
子
さ
ん

か
ら
来
場
者
の
中
か
ら
縁
の
深
い
方
た
ち
へ
の

ご
指
名
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
イ
ク
を

持
っ
て
、
近
況
報
告
を
行
な
っ
た
。

周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
代
表
高
尾
直
子
さ
ん
、
長

崎
遠
藤
周
作
文
学
館
館
長
貞さ

だ

包か
ね

教
雄
さ
ん
、
同

学
芸
員
林
田
沙
緒
里
さ
ん
、
町
田
市
民
文
学
館

こ
と
ば
ラ
ン
ド
学
芸
員
神
林
由
貴
子
さ
ん
、
元

同
文
学
館
学
芸
員
で
現
在
は
立
教
大
学
江
戸
川

乱
歩
記
念
大
衆
文
学
セ
ン
タ
ー
勤
務
の
杉
本
佳

奈
さ
ん
、
同
文
学
館
学
芸
員
の
能
瀬
紋
美
さ
ん
、

軽
井
沢
高
原
文
庫
大
藤
敏
行
さ
ん
。
さ
ら
に
、

河
出
書
房
新
社
の
太
田
美
穂
さ
ん
か
ら
、
新
刊

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
締
め
の
挨
拶
は
お
な
じ
み

の
宮
辺
尚
さ
ん
。

「
山
食
」
の
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、

時
間
の
許
す
限
り
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
ひ

と
と
き
で
あ
っ
た
。�（
写
真
・
文
／
高
木
香
織
）

荷
風
は
森
鴎
外
の
推
薦
で
慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
の
教
授
と
な
り
、「
三
田
文
學
」
を
創
刊
、

主
宰
を
つ
と
め
た
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
市
川
市
に
在
住
し
て
い
た
。

ま
ず
、
近
代
文
学
研
究
者
で
文
芸
評
論
家
、

荷
風
に
関
す
る
著
作
が
多
い
持
田
叙の

ぶ

子こ

さ
ん
が

講
演
を
行
っ
た
。

「
二
人
に
は
共
通
項
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
落
語

や
笑
い
の
芸
が
好
き
。
二
人
と
も
社
会
の
競
争

か
ら
外
れ
た
翁
と
し
て
文
芸
評
論
を
す
る
。
遠

藤
は
荷
風
を
読
ん
で
勉
強
し
て
狐
狸
庵
の
笑
い

の
芸
を
編
み
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」

続
い
て
、『
文
豪
ナ
ビ　

遠
藤
周
作
』（
新
潮

文
庫
）
で
、
新
潮
社
刊
の
遠
藤
作
品
す
べ
て
を

ナ
ビ
し
た
作
家
の
栗
田
有
起
さ
ん
が
講
演
。

「
私
は
長
崎
出
身
。
荷
風
と
遠
藤
作
品
を
並
べ

た
と
き
に
、
共
通
点
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
荷

風
は
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
。
耽
美
主
義
で
美
し
い
も

の
が
好
き
、
フ
ラ
ン
ス
に
か
ぶ
れ
た
お
し
ゃ
れ

な
作
家
。
遠
藤
作
品
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
た

ど
っ
た
重
く
苦
し
い
歴
史
。
そ
の
ど
こ
に
共
通

点
が
？　

と
思
っ
た
が
、
狐
狸
庵
先
生
が
い
た
。

狐
狸
庵
先
生
の
明
る
い
作
品
も
含
め
『
遠
藤
先

生
の
心
の
中
に
あ
っ
た
の
は
、
深
く
人
間
を
知

る
こ
と
』
だ
と
思
う
」

こ
の
後
加
藤
さ
ん
の
質
問
に
対
し
て
や
り
取

り
し
、
内
容
を
掘
り
下
げ
て
い
っ
た
。

●
第
２
部　

周
作
忌
の
集
い

　

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
久
し
ぶ
り
の
会
合
を

場
所
を
西
校
舎
「
山
食
」
に
移
し
て
、
５
年

ぶ
り
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、

加
藤
宗
哉
さ
ん
が
欠
席
の
遠
藤
龍
之
介
さ
ん
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

「
父
の
教
え
で
仕
事
に
一
番
役
に
立
っ
て
い
る

の
は
、
ど
こ
で
も
動
揺
し
な
い
心
を
植
え
つ
け

て
く
れ
た
こ
と
。『
き
ょ
と
き
ょ
と
す
る
な
。

食
器
は
外
側
か
ら
使
え
。
食
べ
た
あ
と
に
何
か

を
飲
む
と
き
に
は
、
ナ
プ
キ
ン
で
口
を
拭
え
。

ほ
か
の
お
客
さ
ま
を
意
味
な
く
見
る
な
。
食
べ

る
ペ
ー
ス
は
ま
わ
り
に
合
わ
せ
ろ
』」

こ
こ
で
加
藤
さ
ん
が
「
こ
れ
は
遠
藤
先
生
が

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
い
た
時
に
、
リ
ヨ
ン
の

▲関根謙さん

▼ 5年ぶりに行われた立食パーティー
▲貞包教雄さん（右）と
林田沙緒里さん（左）

▲遠藤龍之介さんの手紙
を代読する加藤宗哉さん

▲パネリストの持田叙子さん（右）
と栗田有起さん（左）

▲会場に飾られた遠藤先生の写真


